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職業能力開発促進法に定められる職業能力開発施設

① 職業能力開発大学校、職業能力開発短期大学校
高度な知識と技能を兼ね備えた実践技術者、生産技術・生産管理部門のリーダーとなる中小企業のものづくり基盤を支える人材を養成する施設。

専門課程の職業訓練では、高等学校卒業者等を対象に、産業界の人材ニーズへの対応を重視し、豊富な実習、演習を通じて、一連の生産活動全般に
対応できる実践力習得のための訓練を実施している。

・学校数：（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構立 大学校10校（その他附属短期大学12校）、短期大学校1校
都道府県立 短期大学校13校 （平成24年4月現在）

・修業年限：専門課程2年、応用課程2年
・定員規模：（専門課程） 機構立 入学定員2,020人 入校者数2,101人

都道府県立 入学定員1,441人 入校者数1,082人
（応用課程）機構立 入学定員 830人 入校者数 892人 （平成23年度）

・指導員：専門課程の職業訓練指導員は、職業訓練指導員免許を受けることができる者と同等以上の能力を有する者のうち、相当程度の知識又は技能
を有する者として厚生労働省令で定める者でなければならない。

（※下線部分 注）

● 博士若しくは修士の学位を有する者若しくは応用研究過程若しくは研究過程の指導員訓練を修了した者又は研究上の業績がこれらの者に準ずる者
であつて、教育訓 練に関し適切に指導することができる能力を有すると認められるもの

● 十年以上（長期課程の指導員訓練を修了した者又は学士の学位を有する者にあつては、五年以上）の実務の経験を有する者であつて、教育訓練に
関し適切に指導することができる能力を有すると認められるもの 等 （※職業能力開発促進法施行規則第四十八条の二より）

② 職業能力開発総合大学校
産業構造の変化や技術革新等に伴う訓練ニーズの変化に対応した職業訓練指導員の養成と再訓練を行う施設。
高等学校卒業者等を対象に、職業訓練指導員の養成等を目的とした訓練を実施している（学位取得可能）。

③ 職業能力開発促進センター
ものづくり分野を中心に、失業者の早期再就職を図るための離職者訓練と、中小企業の労働者等に技能と知識を習得させるための在職者訓練
を実施する施設。

④ 障害者職業能力開発校
一般の公共職業能力開発施設において職業訓練を受講することが困難な重度障害者等を対象とした職業訓練を実施する施設。
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機構立職業能力開発短期大学校等の設置状況
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教育訓練システムについて

専門課程は、高校卒業者等を対象に、基本的な技能・技術
から専門分野に必要な高度な技能・技術までを体系的に習
得する２年間の訓練課程 【短期大学校・大学校で履修】

・１年次：ものづくりに必要な基礎的な理論と基本的な技能・
技術を一体的に習得する。

・２年次：ものづくりに必要な高度な理論と技能・技術を習得し、

生産現場に必要な実践力を身につける。

応用課程は、専門課程修了者、または同等の技能と知識を
有する者などを対象に、高度な技能・技術や企画・開発など
を修得する２年間の訓練課程 【大学校で履修】

・１年次：専門分野の技能・技術を深めると共に、関連する技
能・技術を習得し、それらを活用する応用力を身につける。

・２年次：ワーキンググループ方式により、生産現場に密着し
た製品の企画開発から政策までの創造的・実践的なものづく
り能力を身につける。
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職業能力開発大学校・短期大学校の学科・実技の割合

電子情報技術科（総訓練時間2,808時間）

生産技術科（総訓練時間2,808時間）

例：東北職業能力開発大学校附属秋田職業能力開発短期大学校専門課程

職業能力開発大学校・短期大学校の専門課程の職業訓練（高等学校卒業者等を対象、訓練期間２年、
総訓練時間2800時間以上）は、２９の専攻科について教科、訓練時間等の基準が定められており、必
修部分について、実技の割合は、平均して５割を超えている。

職業能力開発大学校・短期大学校の専門課程の職業訓練（高等学校卒業者等を対象、訓練期間２年、
総訓練時間2800時間以上）は、２９の専攻科について教科、訓練時間等の基準が定められており、必
修部分について、実技の割合は、平均して５割を超えている。
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うち学科(33.3%) うち実技（53.9%)

応用課程

一般教育科目
(自然科学、外国語等)

12.8%
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専攻（実技）
42.3%
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34.6%

うち実技（76.9%）
生産機械システム技術科（総訓練時間2,808時間）

例：東北職業能力開発大学校
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職業能力開発短期大学校（生産技術科）のカリキュラム例

職業社会論Ⅰ
数学Ⅰ
英語Ⅰ
体育Ⅰ

電気工学概論
コンピュータ基礎
工業力学Ⅰ
機械数学
基礎製図
安全衛生工学

基礎工学実験

機械工作
精密測定
機械製図Ⅰ

機械工作実習

一般教
育科目

及び

基礎科
目

専攻科
目

職業社会論Ⅱ
数学Ⅱ
物理学
英語Ⅱ
体育Ⅱ

工業材料Ⅰ
工業力学Ⅱ
材料力学Ⅰ

機械工学実験
電気・電子工学実験

メカニズム

機械加工
数値制御

機械製図Ⅱ
機械加工実習Ⅰ

測定実習

CAD実習Ⅰ
CAD実習Ⅱ

キャリア形成論Ⅰ
機械制御
工業材料Ⅱ
材料力学Ⅱ
品質管理

シーケンス制御
機械要素設計
機械設計製図

機械加工実験
機械加工実習Ⅱ
数値制御加工実習Ⅰ
シーケンス制御実習Ⅰ
CAD実習Ⅱ
専門課程ゼミ

CAD実習Ⅲ

企業体験実習

キャリア形成論Ⅱ

情報処理実習

成型加工
油圧・空圧制御

機械設計製図

機械加工実験
数値制御加工実習Ⅱ
シーケンス制御実習Ⅱ
CAD/CAM実習
専門課程ゼミ
総合制作実習

（例）東北職業能力開発大学校附属秋田職業能力開発短期大学校生産技術科（専門課程）

卒業に要する授業時間 ： 2,808時間
上記のうち、実技の授業時間 ： 1,512時間
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卒業まで
に要する
時間数

１年次～２年次までに取得する一般教養科目：360時間

１年後期：720時間
（うち実技：288時間）

2年前期：702時間
（うち実技：432時間)

2年後期：702時間
（うち実技：576時間)

１年前期：684時間
（うち実技：216時間）

当該短期大学校（専門課程）において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実技の割合は、
時間数では約５４％である。
当該短期大学校（専門課程）において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実技の割合は、

時間数では約５４％である。

1年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期
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職業能力開発大学校（生産機械システム技術科）のカリキュラム例

製品材料設計

電機制御機器

自動化機器

ＣＡＤ設計応用実習

ＣＡＤ／ＣＡＭ応用実習

ＣＡＥ実習

精密加工応用実習

電機制御機器実習

自動化機器応用実習

精密機器製作課題実習

専攻学
科

専攻実
技

応用

生産管理

生涯職業能力開発体系論

精密機器設計

精密加工応用

電気電子機器実習

情報機器実習

ＣＡＤ／ＣＡＭ応用実習

計測制御応用実習

生産自動化システム実習

自動化機器製作課題実習

工業技術英語

品質管理

経営管理

創造的開発技法

自動化機器設計

計測制御

生産自動化システム

生産情報処理

生産情報処理実習

開発課題実習

精密機器設計製作課題実習

金型設計製作課題実習

自動化機器設計製作課題実習

自動化システム運用構築課題実習

工業法規

安全衛生管理

開発課題実習

精密機器設計製作課題実習

金型設計製作課題実習

自動化機器設計製作課題実習

自動化システム運用構築課題実習

（例）東北職業能力開発大学校生産機械システム技術科（応用課程）

卒業に要する授業時間 ： 2,808時間
上記のうち、実技の授業時間 ： 2,160時間

卒業まで
に要する
時間数

１年次～２年次までに取得する専攻学科科目：648時間

１年後期：648時間
（うち実技：504時間）

2年前期： 756時間
（うち実技：432時間)

2年後期：648時間
（うち実技：576時間）

１年前期：756時間
（うち実技：648時間）

当該大学校（応用課程）において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実技の割合は、時間
数では約７７％である。
当該大学校（応用課程）において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実技の割合は、時間

数では約７７％である。

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期
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参考①：大学（理工学部電子工学科）のカリキュラム例

英語1、2

第二外国語

理工学概論

生物学序論

数学A1、A2

数学B1、B2

物理学A～D

化学A、B

自然科学実験

情報処理同実習

一般

教育

科目

専門

科目

英語3、4

エレクトロニクス基礎
電気回路基礎
電気電子工学セミナーⅠⅡ
量子力学基礎
エレクトロニクス・デバイス
デジタル・アナログ回路
応用解析第1
情報通信工学基礎
電磁気学

プログラム実習
理工学基礎実験
アルゴリズム同演習
エレクトロニクス創造演習

情報工学
制御工学
LSI回路設計Ⅰ
シグナルプロセッシング
LSI回路設計Ⅱ
画像工学
計算機構成

電気電子工学実験第1
電気電子工学実験第2
コンピュータシミュレーション
同実習
学外実習

電気電子工事特別講義
電気法規及び施設管理
電波法規
電力システム制御
電気電子工学概論

卒業研究
電気電子工学特別演習

卒業に要する単位（授業時間） ：130単位以上（2,385時間以上）
上記のうち、実習等の単位（授業時間）：29単位（870時間）

卒業まで
に要する
単位数等

１年次～４年次までに取得す選択科目：270時間

２年次：32単位（600時間）
うち実習等：8単位（180時間）

３年次： 24単位（510時間）
うち実習等：10単位(300時間)

４年次：16単位（240時間）
うち実習等：7単位(105時間)

１年次：40単位（660時間）
うち実習等：4単位(120時間)

当該大学において、卒業に要する単位数分のカリキュラムのうち、演習、実験、実習、企業内実習の占める
割合は、単位数換算で最大約２２％、時間数に換算すると最大約３１％である。
当該大学において、卒業に要する単位数分のカリキュラムのうち、演習、実験、実習、企業内実習の占める

割合は、単位数換算で最大約２２％、時間数に換算すると最大約３１％である。

１年 ２年 ３年 ４年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

講義

実習等

※講義及び演習については、1単位=15時間として換算
※実験、実習及び実技については、1単位=30時間として換算

※卒業に要する単位数以上の履修、自主学習に費やす時間等を除く場合の推計値

選択科目

※今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方につい
て（平成23年１月中央教育審議
会答申）参考資料より抜粋
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参考②：専門学校（情報システム科）のカリキュラム例

当該専門学校において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実習等の割合は、時間数に換算
して約４２％である
当該専門学校において、学生が受講するカリキュラムのうち、全体に占める実習等の割合は、時間数に換算

して約４２％である

1年

簿記(日商簿記3級)
一般教養Ⅰ・英語Ⅰ・数学Ⅰ

ＭＯＳ一般 Ｅｘｃｅｌ ・ Ｗｏｒｄ
静止画（PhotoShop）
HP作成Ⅰ

システム設計Ⅰ
情報化社会
コンピュータ概論Ⅰ
コンピュータ概論Ⅱ
ネットワークⅠ
アルゴリズム
プログラム言語Ⅰ（ＣＡＳＬⅡ）
データベースⅠ(ACCESS)
国家試験対策

シスコPGⅠ・オラクルPGⅠ
ＭＳ－ＭＣＰⅠ・作品製作Ⅰ
プラットフォーム技術Ⅰ
テクニカルドキュメンテーション
プログラム言語Ⅱ（Java)

一般科
目等

専門科
目

一般教養Ⅱ・英語Ⅱ・数学Ⅱ

PｏｗｅｒＰｏｉｎｔ実習
HP作成Ⅱ

システム設計Ⅱ
データベースⅡ
セキュリティ技術Ⅰ
国家試験対策

制御実習Ⅰ(レゴ)
プログラム言語Ⅲ（ＶＢ）
プログラム言語Ⅱ（Ｊａｖａ応用）
プラットフォーム技術Ⅱ（ＯＳ）
シスコPGⅡ
オラクルPGⅡ
ＭＳ－ＭＣＰⅡ
作品製作Ⅱ

英語Ⅲ・数学Ⅲ
就職実務

システム設計開発ケーススタ
ディⅠ・Ⅱ
要求分析Ⅰ
インダストリ業務知識
環境構築・保守Ⅰ
プロジェクト管理Ⅰ
ネットワーク技術【特論Ⅰ】
データベース技術【特論Ⅰ】
最新技術動向Ⅰ
国家試験対策

演習対策
業務アプリケーションⅠ
環境構築・保守Ⅱ
システムマネージメントⅠ
シスコPGⅡ
オラクルPGⅡ
ＭＳ－ＭＣＰⅡ
作品製作Ⅱ

英語Ⅳ・就職実務

システム設計開発ケーススタ
ディⅢ・Ⅳ
要求分析Ⅱ
プロジェクト管理Ⅱ
ネットワーク技術【特論Ⅱ】
データベース技術【特論Ⅱ】
最新技術動向Ⅱ
国家試験対策

演習対策
業務アプリケーションⅡ
環境構築・保守Ⅲ
システムマネージメントⅡ
シスコPGⅡ
オラクルPGⅡ
ＭＳ－ＭＣＰⅡ
作品製作Ⅱ

２年 ３年 ４年
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80%

100%

講義

実習等

卒業に要する授業時間 ：4,364時間
上記のうち、実習等の時間 ：1,844時間

卒業まで
に要する
学習時間

１年：812時間
（うち実習等：196時間）

１年：308時間
（うち実習等：168時間）

2年：910時間
（うち実習等：490時間）

3年：1,048時間
（うち実習等：448時間）

3年：112時間
（うち実習等：0時間）

4年：908時間）
（うち実習等：448時間）

2年：210時間
（うち実習等：98時間）

4年：56時間
（うち実習等：0時間）

※今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方につい
て（平成23年１月中央教育審議
会答申）参考資料より抜粋



職業能力開発短期大学校等の修了者の進路状況

課程 年度 修了者数

進学者数

就職 その他 未就職
大学院 大学 短大

専門学校・
各種学校

応用
課程

専門課程

平成２１年度 3,117 1,022 - 6 2 47 967 1,985 13 97

平成２２年度 2,915 932 - 6 3 37 886 1,906 8 69

平成２３年度 3,062 891 - 2 2 34 853 2,096 20 55

応用課程

平成２１年度 866 28 23 - - 5 - 816 - 22

平成２２年度 853 25 16 2 - 6 1 813 - 15

平成２３年度 929 16 5 1 - 10 - 900 - 13

（人）
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